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（ 替 銭 ）
右，くたんのかへせに，かまくらにて給候ぬ，かのせにのかはりハ，とう







































（ 替 銭 ） （ 宿 ） （ 異 筆 ）
（端裏書）「かへせにのやとのしるし文「河北年貢」」
（ 京 ） （ 樋 口 町 ）
きやうのやとハ，ひくちまちのひんかしすみ，ひくちおもてのみなみのつら
（尼） （ 前 ）
にて，こわらあま御せんと御たつね候て，いや五郎とのとおほせ候へく候，





































































































































































































































































































52 松山大学論集 第29巻 第3号
原氏が，建武2年（1335）11月7日付けの信濃国での浄阿の受領書を，同月16日に京都
で浄阿本人が支払うものであると解釈したのには無理があり，よって，この史料を根拠に
して，他地払いの約束文書から替銭が成立したとすることができないことは旧稿で述べた
（拙稿「預り文言の割符」12－16頁）。しかし，井原説は多くの研究者に対してなお影響を
及ぼしており，本稿が，約束手形の可能性についてかなり細かく議論せざるを得ないの
は，中世の替銭文書を委託文書ではなく約束文書として解釈する傾向が学界では今も一般
的と思われるからである。
16）中田『法制史』193－196頁。
17）竹内『鎌倉遺文』補遺第4巻，133頁，補2027号。なお，この史料の読み方については，
前掲の庄原市史編『庄原市の歴史』資料編，88頁他，広島県編『広島県史』古代中世資料
編Ⅴ，広島県，1980年，565頁，石井進編『長福寺文書の研究』山川出版社，1992年，148
頁を参照した。
18）服部英雄「質入担保となった備後国地䈝荘」『日本歴史』第438号，1984年11月，20－
39頁。本稿における河北領主と長福寺に関する記述は，すべて服部論文に依拠する。
19）別人による払出を予定した約束文書と解釈する場合として，こわら尼御前は受付のみで，
宿には別の払出人が存在するという可能性についても考えておくと，その場合，この替銭
文書には追記も含めて払出人の記載が全くないことになる。つまり，その替銭とはこれで
は見知らぬ宿まで行って名前のわからぬ人から払出を受ける契約であり，それでは替銭は
成立しない。よって，別の払出人が存在した可能性はない。
20）さいくわん文書をさいくわん自身の払出とした場合にも，こわら尼御前の役割に暗証的
機能を持つと見て解釈が可能になるか否かに関しては，そもそも，さいくわん自身の払出
という解釈が文言上成立しない以上，考慮する必要がない。
（本稿は，平成27年度に交付を受けた松山大学特別研究助成による成果研究の一部
である。）
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